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西ドイツ農業の構造変化

1950年代を中心として

大薮輝雄

はじめに

1948年の通貨改革とマージャル・プラ γによるアメリカの援助を基礎として，

朝鮮戦争以後，西ドイツの独占資本は高度の資本蓄積を開始して急激に復活し

てきた。その過程で必要とされた膨大な数の労働力は，主として農業労働力の

流出によってまかなわれた。

農業労働力の流出によってひき起された労働カ不足と農業労賃の高騰は，農

業における競争の激化と相侯って，西ドイツ農業の機械化を急速に進行せしめ

7こ。

機械を有効に利用し，収益をうるためには土地面積り払大が必要口あり，そ

れに適応しえない中小経営を没落せしめる。乙 ζ から経営農用地規模別構成の

変化がもたらされた。

以上のような西 Iイツ農業の構造変化の過程を，主として1950年代在中心と

して考察するのが本稿の課題である。

I 農業労働力の流出

第 1表は，戦前以来の農業労働力の推移をみたものである。これでみると，

1907~1925年の第一次世界大戦をはさむ時期には常用家族労働力で66万人，常

用賃金労働力で 1 万人の増加をみていたが，それは1925~1939年の資本主義的

合理化とナチスによる姪済軍事化の過程で，常用家族労働力で32万人，常用賃

金労働力で18万人だけ減少している。
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第1表農業労働力の推移 単位 1，000人

¥ 
常用労働力 臨時労倒力

家族労働力賃金労働力 合 計 家族音働力 賃金労働力 JロL 言十

1907 4.109 923 5.032 

1925 4.755 934 5.689 

1939 4，433 753 5司 186 1.130 360 1.490 

1950/51 4.380 766 5.146 1.180 450 1.630 

1960/61 3，006 327 3，333 1，263 286 1，549 

1969/70 1，692 136 1，828 1，139 128 1.267 

注 1969/70年は暫定数。
資料 SiaH.<;lisches H踊 dbuchuber Landwirtschafl und Erncihruπg，195G， 

Statis!isches Jah.吋 u，h拙 erErneihTung， LaruJ.wi-rtschaft und Forsten， 1971 

第二次世界大戦直後には，旧領土からの難民やソ連占領地区からの流入者お

よび工業の破壊によって排出された人びとの農村への流入によって，農業労働

力の数は1939年とあまり変らなかっただけでなく，常用家族労働力以外はむし

ろ戦前よりも多くさえあった。

とζ ろが， 1950年代以降の経済の高度蓄積による農業労働力の農外への流出

は， ドイツの歴史にその比をみないも叩であり， 乙の傾向は60年代にも変わる

ことなく続いている。

第 2表によって1950年代の変化を，より〈わしくみるならば，総計では経営

数の滅少輩が 16.5%であるのに常用家族労働力の減少率は 33.5%，常用雇用

労働力のそれは実に77.5%と極めて大幅である。まず最初に雇用労働力が流出

し，ついで家族労働力，さらに経営主が流出するという経凋をこ乙にみること

ができる。農業労働者の，所得・生活条件・社会保障に対する要求が強く，中

小農民がこれを保障できない場合には，まずかれらが流出するのである。

階層別の動向では，経営数は10ヘクターノレを境にしてそれ以下で減， それ以

上で増加しているが，常用家族労働力は全階層で減少するとともに， 10ヘクタ

ーノレ以下での減少が著し〈大である。雇用労働力の場合には，滅品率の高いの
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第 2表常用労働力の推移 単位 1，000人

iiト
1 94 9年 1 9 6 0年 1 9 4 9 =1'00 (出)雇用労働力の割合

経営数喜働聖書働里 経営殺害関著書d 証営数寄信』著書d 1949 I 196U 

O.5-2ha 579.1 加5.1 52-8 443.9 460.0 18.7 76.7 57.1 35.4 5.3 5.8 

2-5 541.7 1担0.0 80.5 380.3 615.2 19.6 70.2 46.6 24.3 8.1 6.0 

5-10 お9.21，2活4.7 134.0 340.4 803.8 22.9 85.3 64.1 17.1 13.5 7.1 

10-20 253.6 869.9 235.8 284-.2 822.8 49.7 112.1 94.6 21.1 23.7 15.2 

20-切 1l1.S 378.9 297.0 120.9 36は9 111.4 108.5 96.3 37.5 29.7 34.3 

50ha- 15..5 4-1，1 195.9 16.2 39.6 101.8 104.6 96.2 52.9 19.7 31.3 

合 言十 1，900.5 4，6&9.1 996.0 1.566.0 3.1師 2 324.0 83.5 66.5 32.5 1冊。 100.0 

資料 LaruJwlTtschafis z砧/，可凹m.31.MUI 1960， Heft 12 

は 5~10 ヘクターノレ層の 82.9% と 10~20ヘクタール層の 78.9%である。これら

二つの階層は， 1949年段階ではなお雇用労働を多く使用していたのに，それが

50'年代の経過りなかで流出していったの Cある。 ιの階層亡の涜出が比較的多

いのは，機械化の進行によって，以前のように労働力を必要としな〈なったか

らである。また 0.5，-. ....，2ヘクタール， 2.---.....5ヘクク ル層での流出が比較的少な

いのは，これらの階層では流出すべき雇用労働力はすでに流出してしまってい

たのと，野支・果樹等の労働集約的な園芸経営がこれらの階層に含まれている

からである。さらに， 20~50ヘクターノレ層では 62.5%の減少， 50ヘクターノレ以

上層では 47.1%の減少であり，他の諸階層に比較して減少率は相対的に小さい。

これらの階層ではゲジゾデ労働力と未熟棟労働力が流出し，それが機械におき

かえられ，専門的労働者が保持される形になっている。

以」二のように，雇用労働力の絶対数は1949年から1960年にかけて著しく減少

しているが，その階層間の割合は， 20ヘグターノレ以上層， と〈に50ヘクターノレ

以上層において増加しており， 20ヘクターノレ以下層では減少している。このよ

うにして雇用労働力はますます上層に集積していっているのである。ただい

園芸経営のある 2ヘクターノレ以下層で僅かながら雇用労働力の割合が増加Lて
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いる点は注目すべきであろう。

つぎに，第2表から 経営当りの常用労働力数を計算すると第3表のとおり

である。これでみると1O~20へグターノレ層は1949年には恒常的にほぼ 1 人の雇

用労働力を使用し，家族労働力も 3.43人と最大であったが，これに相当する階

層は196日年には20~50ヘクターノレ層に移っている。それ以下の階層では雇用労

働力は少なく， 50へクタ ル以上の階層ではなお全面的に雇用労働力に依存し

ている。

第 3表ー経営当り常用労働力 単位・人

iEト
1 949年 196 0年

計 家族労働力 雇用労働力 言十 家族労働力 雇用昔働力

0.5-2ha 1.48 1.39 。.09 1.08 1.04 0.04 

2 - 5 2.59 2.44 0.15 1.67 1.62 0.05 

5 -10 3.48 3.14 0.34 2.43 2.36 0.07 

10 -20 4.36 3.43 0.93 3.07 2.90 0.17 

20 -50 6.06 3.40 2.66 3.94 3.02 0.92 

50 ha- 15.29 2.65 12.64 8.72 2.44 6.28 

メロ三、 計 2.98 2.46 0.52 2.16 1. 96 0.20 

資料 E 第 2表に同じ

さらに第4表によって常用雇用労働力の構成をみてみよう。 1960年には全経

営の 8.9%である15方の経営が33万の常用雇用労働者を雇っていた。階層別に

みる在日へクタ ノレ以上では，ほ左んどの経営が労働者を使用していたが， 2日

~5日へクタール層では約半数の経営しか労働者を使用せず， この階層の多くは

すでに大農から中農に転落したといってよい。 10~20ヘクターノレ層では常用雇

用労働者が13%，10ヘクタール以下では園芸経営を除いてはほとんどの経営が

労働者を使用していない。

また， 33万の常用雇用労働者のうち 12.8万人(謁%)は既婚者である。既婚者

は50ヘクターノレ以上の経営に最も多〈配置されており， 1O~20へクターノレ層で
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第4表農業経営の常用雇用労働力(1960年) 単位 1，000人

よ¥軽首同の全左割台対する

農業の常用雇用労働者

4ロ'- 既
ゲデ 経宮における地位別労働者

婚 ン 監督 合計悟
に% 計 者 テ2 その他 等の職員

見習 労働者

O.OI-2ha 9.4 1.7 23.2 8.0 7.3 0.8 0.3 3.0 19.2 

2-5 11.2 2.9 21.0 7.9 9.7 0.9 0.3 1.3 18.5 

5-10 15.4 4.5 23.8 7.5 14.6 0.8 0.3 0.7 21.9 

10-20 37.3 13.0 50.6 10目9 39.9 1.1 0.3 1.5 47.7 

20-50 62.9 51.4 112.6 33.0 84目6 2.0 0.4 6.8 103.2 

50ha- 15.5 93.9 102.4 60.6 37.2 5.3 1.7 6.8 88.6 

ノ口¥ 計 151.6 8.9 333.5 128.0 193.4 10.8 3.4 20.1 299.2 

注 ごの1;'かに農業経営と結びついた森林(50，"UJι経常)に林業労働者として 1.900人
が倒いている。

資料草2表に同じ。

その割合が最も小さい。

ゲジ γデの数は33万の常用雇用労働者のうち19万人 (58%)であり， 20..-.'50へ

クターノレ層 (75.1%)と1O~20ヘクターノレ層 σ8.9%) においてその割合が大きい o

経営における地位をみると，監督その他の指導的職員が 10，800人，会計係等

の 般職員が 3，400人，見習が 20，100人，労働者が 299，200人となっている。

労働者のうち熟練労働者は50ヘクターノレ以上の階層に比較的多いが，それはこ

の階層では一人の労働若に家畜の世話を全部まかすとか，機械の運転をまかす

とかし、った形での労働が行なわれているためである。 2ヘクターノレ以下層にお

いても園芸経営のため，熟練労働者が相対的に多くなっている。

園芸経営でf動いている常用雇用労働力を第 5表によってみると， 1960年には

8.7万の園芸経営に 4.9万人の常用雇用労働力が使用されていた。それらはと

くに 5へクタ ノレ以下に集中しており 2ヘクターノレ以下層の常用雇用労働者

の84%は園芸経営におけるものであった。
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第5表園芸経営の労働力(1960年)

園 3主E上C 車 族 雇用労働力

tト 経営数 労働カ 総: 数 常用労働力

1，000 % 1，000 % 1，000 % 1，000 % 

O.01-2ha 69.2 13.2 142.6 12.7 33.4 51.7 19.4 83.7 

2 -5 11.9 3.1 29.8 2.9 17.6 26.6 10.2 48.5 

-10 3.9 1.1 10.8 1.0 9.7 10.3 5.8 24.3 

メロ全、 計 87.1 5.2 188.8 4.1己9.7 9.6 48.6 14.6 

注 パーセントは農業経営全体または農業経営の全労働力に占める割合。
資料第 2表仁問ピ。

以上のように， 50年代における農業労働J力の流出は極めて急激であったが，

当初は農業に過剰労働力が滞留していたため， 50年代の中頃まではそれは農業

生産に大きな影響はおよぼさなかった。しかし，その後における農業労働力の

不足と賃金の高騰は，農業の機械化を著しく促進した。

II 機械化の進展と農業生産の集積

1950年代における機械化の進展札、西ドイツ農業の，役畜段階から lヲクタ

一段階への移行として特徴づけることができる。

まず，第 6表によってトラクターの増加と役畜の減少をみてみよう。四輪・

キャタピラトラクターは. 7.5万台から 79.5万台へと10倍以上の増加であり，

単軸トラクターも 6倍以上の増加である。犀内作業や畜庫の機械化に重要な克

義をもっている電動機は62%の増加で，それ程大きくはなく，発動機は 7%の

減少になっている。これにたいして役畜の減益は極めて著しい。斎力全体では

この期間に60%減少しており，馬が43%，牡牛が65%，牝牛は実に92%の減少

である。

こうして西ドイツにおいては， 60年代の初頭までに役畜段階からトラクタ一

段階への移行がほぼ完了したということができる。



トラクターの増加は作業機

の変化をもたらした。役畜に

連結する作業機が減少して，

トラクターのアタヅチメ Y ト

として使用される作業機が飛

躍的に増大した。そして，あ

らゆる作業がトラクターを基

軸として行なわれるようにな

っていった。
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19 49 ~手 1960年 19削年二1叩

四輪ーキャタピ 74.6 794.9 1066 ヲト:>クターー

者 動 機 1，223.5 1，978.5 162 

単軸トラクター 13.8 88.8 645 

発 動 機 61.5 57.5 93 

役畜頭数の減少(千頭)

馬 ( 3才以上) 1，172.4 672.0 57 

牝 牛 377.0 29.0 8 

f士 牛 1，808.7 627.3 35 

苔 力 百十 3，358.1 1，328.3 40 

こうしたトラクタ一段階の

機械化の完了は，機械化の利

益を十分に利用しうる大経営

と中・小経営との問の格差を 資料:前 21< 1こ ~lt 。

ひきおιす 4とになる。

第 7表によって，西 γィッで最も普通の経営形態である穀物・根菜経蛍;の機

械化。程度を農用地規模別にみてみると 100へクターノレ以上の大経営では，

25%の経営が60%以上の機械化率， 57%の経営が50~60%の機械化率になって

いる。 また， 50~lOO ヘクターノレ層でも大部分の経営が40~60%の機械率のな

かに入っている。さらに， 20~50ヘグターノレ屑でもその 4 分の 3 が40%以|ーの

機峡化率であるのに， 1O~20ヘクタール層では60%の経営が40%以下の機械化

率であり 2~10 ヘクターノレ層では 3 分の l の経営が20%以下の機械化率のと

ころにあるといった状態である。こうして，機械を十分に利用しえない10ヘク

タ ノレ以下の諸階層，最近では1O~20ヘグタ ノレの階層までが没落の危機にI直

面するようになっている。

つぎに，畜産における集積過程を簡単にみておこう。第8表によると，乳牛

の頭数別割合は， 1949年には 1~5 頭の階層で 64.2%であったのに， 1960年に

はそれが 42.7%に減少した。これにたいして31頭以上のところには1949年にほ
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1.7%の乳牛しかいなかったのが. 1960年にはそれが 2.5%に増加している。豚

の場合にはさらに集積がすすんでいて 5頭以下の 45.5%が. 1960年には 19.7

%に減少し. 51頭以上の 2.2%が1960年には 10.3%に増加した。また21~50頭

第 7表穀物根菜経営の機械化(1960年現在)

1 ) 
機械化率似)

農用地規操別経営の書IJ合(%)

2 -10 10-20 20-50 50-100 100 -

- 20 31.8 10.0 1.4 。1 0.5 13.3 

20 - 30 23.6 13.6 3.0 0.4 0.3 13.5 

30 - 40 32.4 36.4 19.7 5.0 0.8 31.4 

40 - 50 12.0 37.9 58.1 48.4 16.8 36.0 

50 - 60 0.2 2.1 17.1 41.3 57.1 5.5 

60 - 。7 4.8 24.5 0.3 

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

正I，1) 機械化半とは、ある世話〈ア機械化により割問主主れた!hfllh監の別合

をいう。耳Jこ方単と Lては 畜力川島機具だけに依存し、ほとん
ど守二ノコ佃frCfjなわれる永平1d.をとり、その11&)，1;ヒオ?をゼロとヲる。

資料ー G ，削~e1 Bericht 1965 

1949年

1960年

1949年

1960年

第 8妾蓄量産における集積 単 位 : %

乳牛の頭数規模別割 合

合計

100.0 

100.0 

51-

2.2 

10.3 

資料 G.Muller， "Konzentration und Arb~itsteilung in der 
R indvieh-und Sch¥'、einehaltungin der Bundesrepublik:' 
Berich!e包berLandwirtschαft. Bd.41， H.l，1963より。



酉ドイア農業の構造変化 (303) 47 

の階層においても 12.3%から 26.1%へと大幅に増加している。 ζ うして畜産に

おいても生産の集積が着実に進行しているのである。

最後に，階層別の農産物販売額をみることによって，農業生産の集積の程度

をみておこう。第9表からわかるように， 50ヘクターノレ以上の農用地面積をも

っ大経営の割合は 1%にすぎないのに，植産物の 16.2%， 特殊作物を除〈植

産物の20.4%，畜産物の 7.7%，全農産物の10%を販売している。 これにたい

して， 10ヘクターノレ以下層は 73.8%の経営数をもちながら，植産物の33%，特

殊作物を除く植産物の 18.9%，畜産物の 36.4%， 全農産物の 35.4%を販売し

ているにすぎない。大経営は植産物を圧倒的に集積しており，中小経営は畜産

物を比較的多く販売しているとはいえ，己こでも大経営の販売額は経営数に比

較すればかなり大きい。また，特殊作物は 5ヘクターノレ未満の階層に集中して

いる点に注目しておく必要があろう。

第 9表階層別農産物販売額 (1959/60~61/62年〉 単位拍

語云¥経 営 数 農用地面積 植 産 物 持除味く植作物産物を 畜産物 J口S、

O~ 5ha 52.7 20.3 17.9 5.0 14.5 15.3 

5 ~10 21.1 17.5 15.1 13.9 21.9 20.1 

10~20 17.7 28.0 25.4 29.4 31.3 29.8 

20~50 7.5 24.7 25.4 31.3 24.6 24.8 

50ha- 1.0 9.5 16.2 20.4 7目7 10.0 

資本一r.K.Padbel'g/H.Scholz， "Der Marktanteil der landwirtschftlichen 
Betriebsgrosen in der Bundesrepublik“，Berichte uber Landwirtscha[t， 
sd.41，Il.J，No¥-.1963より。

111 農用地規模別構成の変化

計

農業労働力の流出と機械化を中心とした農業生産力の発展は，農用地規模別

構成の変イじをもたらした。

第10表によって農用地規模別経営数の変化とその特徴をみていこう九
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第10表農用地規模別経営数の変化

h. 
-10 

営 数 11.000) 

1949年 598.0 553.5 403.8 256.3 112.4 12.6 3.0 1.939.6 

1960年 462.8 381.1 343.0 286.5 122.0 13.1 2.6 1.611.7 

191D午 315.5 251.0 232.1 267.8 157.5 16.3 3.0 1.243.8 

増 減 率 (%) 

1949-1910 47.2 54.7 -42.4 十 L5 +40.1 +29.1 +1.4 -35.9 

1949-1960 22.6 30.1 -15.1 +11.8 十 8.5 + 8.3 11.2 16.6 

1960-1910 31.8 35.2 -32.2 -6.5 十29.1 +19.1 十14.2 -23.1 

注 1) 1949作、 1960年は躍IrJj也面積(LN)、1970if.-は農業用に耐用された面積(LF).。
2) 1949f王のみは抑ー ，.Jj.)外的農業を含む。すなわち、自伯中ドその他の凹体有で、

共同で世川されている牧草地と放牧地、ならびに使用きれないか、または
時どき放牧され、メ'J取られるところの、休閑地敢牧地・牧草地えさけから

此る所布地、および社会的休閑地を吉む。
資件 Statistis<;hesJahrbuch品 erErnahr.噌 '， Land11げ tschaft山 dF 01sten， 

1971より作成

(1) 総経営数は1949~1970年の聞に 35.9% と， ドイツの歴史にその比をみな

い程急激に減少しているが， それは1949~1960年の50年代に 16.6 %. 1960~ 

1970年の60年代に 23.1%の減少であ与て，減少率は加速化されている。

(2) この経営総数の減少は，主として10ヘクタール以下の諸階層からの減少

によるものである。

2ヘクターノレ以卜層からの減少率は2C年間に 47.2%で， 2"-'5ヘクターノレ層

についで高しそれは50年代に 22.6%， 60年代に 31.8%と加速イじされている。

2rv5ヘクターノレ層の減少率は 54.7%と各陪層中で最も高し 50年代の 30.1

%から6C年代の 35.2%へと加速的に減少している。 5~1Oヘクタール層は戦前

1) 農用地品牒別鴎成の変ィιとそ申特徴にコいては止の諸論著を参昭」

山岡亮一，西ドイツの農業構造について. r農業経潰理論の研究」昭和31年所Jtle
山岡亮一，西ドイツの農業構造，土地制度史学会編「農業危機の現段j階的性格」昭和38年所収。

山岡亮一，西ドイツ農業白構造変動， r経済論叢J第97巻第6号，昭和41年 6月.
E. Rechtziegler/P. ]acobi， W切 deutscheL刷出out:;dwft削 St'-UR刷、U叫品1，DWI 
Forschungshefte， 2/1966 
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には 貫して増加していた階層であるが，戦後はそれが減少に転じ 20年 間

に42.4%減少した。ここでは， 50年代の減少率が 15.1%であるのに， 60年代に

は32.2%と倍加していて， ζ の晴層はいまや50年代に 2~5 ヘクターノレ層がた

どったと同じ運命をたどってし、ることが知られる。

そのうえに，第11表(A)， (B)からわかるように，戦後の入植政策において，帝

国植民色法此Eι，土地改草法および難民入1植直法に基づいて入植されたもののうちには，

10へクタ一ノルレ以下の階周への入植者が多古か3 つたので1あbるから， これらの階層の

減少数は，統計で示された以上に大きなものであったu

これら10ヘクターノレ以下の諸階層は，経営数が減少じているだけではな〈て，

第11表(A) 新入植地区分(1945-1969年)

*~ 営 ま士

実 査士 % 

農民的植民 15，182 9，4 

-5ha 1，166 0.7 

5 -15 5，817 3.6 

15ha- 8，199 5.1 

国 コ士~ 植 民 2，839 1.8 

農林業労倒者植民 109，402 67.6 

兼 業 市直 民 34，330 21.2 

λ口〉、 言十 161，753 100.0 

注帝国植民法と!地改革法による入植。
資料情叩表に同ヒ。

面

実 量t

239，428 

3，559 

60，921 

174，948 

4，589 

23，087 

34，370 

301，474 

第 II表(B) 難民の農業経営への編入

積

% 

79.4 

1.2 

20.2 

58.0 

1.5 

7.7 

11.4 

100.0 

総直積 1-05ha1 0.5-2 12-5 1 5-1011ト 201加-30[3伽-[合計

定 数!肌附|同羽玖'川加侃附11川9，日叩，2幻234い附71い1
一一

%1川5日4.4 1μ21.3川I4ι.9 1 5.1川I8.3川1 3.1川I2川 1附0∞0川0 

資判: 詰1叩0去に同じ「
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経営主が農業以外の兼業労働に従事し，そこから所得をうることが多くなっ℃

いる。第12表に示されているように zヘクターノレ以下層己は90%近くの経蛍

主が兼業に従事しており 2~5 ヘクタール層では， 1949年には約30%であっ

た兼業が1960年には57%に増加している。 さらに， 5~1Oへクターノレ層でも 8

%からlG%へと兼業化の程度が高まコている。

つまり， 10へクタール以下の諸階層はもはや農業だけでは十分の所得をうる

ζ とができないため，農外の兼業労働に従事するようになっているのである。

このとと自休農民の没落をあらわしているのであるが，この時期には農外雇

用条件が比較的有利であったため，農民の没落過程は陰蔽され，兼業経営の所

得が専業経営よりも多い場合が生じている。独占資本は没落農民との階級対立

の激化をさけるためと低賃金労働力を利用するために，地域開発政策などによ

ってこの過程を促進している。

さらに10ヘクタール以下の諸階層には，農業以外の営業を営む副業経営が多

第12表経営主の専業・兼業別 単位 1.000人

ム
経営主が兼業

経営主総数
実 主t

1949年 1960年 1949年 1960年

。-2ha 661.8 530.9 507.1 464.5 

2-5 539.8 385.4 159.4 220.3 

5 -10 398.2 i 342.2 33.6 49.7 

10-20 252.8 286.0 14.5 7.7 

20-50 110.4 121.4 7.3 1.7 

50-100 11.8 13.3 1.3 0.3 

100ha- 2.4 2.3 日.7 0.1 

合計 1，977.2 723.9 744.3 日.681.5
」

資料 Slutistisches JuArbuch品 erErn品円mg，
，Landwiγtschafl und Fonlen， 1971より。

% 

1949年 1960年

76.6 87.5 

29.5 57.2 

8.4 14.5 

5.7 2.7 

6.6 1.4 

11目。 2.3 

29.1 4.3 

36.6 44.3 
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くみられる。第13表からわかるように，経営主が果実酒・ブドウ酒醸造，火酒

蒸溜，鍛冶屋，製粉，パソ焼，製材等に従事する副業経営ほ 2ヘクタール以

下層に 14.1%， 2 "-'日へグタール層に 14.5%， 5~10ヘクターノレ層に 11.2 %あ

り，これらの経営は農業のほか営業によって所得の増大をはかっている。

第13表加工業・営業をもっ経常 単位:1，000 

昌吉¥
加工業をもっ経営 経営主治営業をもっ詰営

経営数
実 量主 % 実 数 % 

0.01-2ha 517，485 4，462 0.9 73，077 14.1 

2 - 5 384，834 9，363 2.4 55，887 14.5 

5 -10 342，234 10，067 2.9 38，326 11.2 

10-20 286，131 6，718 2.3 20，663 7.2 

20 -50 121，870 1，874 1.5 6，366 5.2 

50 -100 13，647 228 1.7 807 5.9 

100ha- 2，629 208 7.9 317 12.1 

メロ3、 言十 1，668，830 32，920 2.0 195，443 11.7 

資不ヰ :Lαndwi1'l:lchaftuahlunl3vom 31. Mai 1960， Heft 9 

(3) 1O~20ヘクタ ル層。この階層の動きは注目に{直するo 1970年までの2日

年聞にこの階層は 4.5%増加しているが，それは50午代には 11.8%と全階層中

最も増加率が高かったのに， 60年代に 6.5%だけ減少したためである。 この階

層が増加から減少に転l己売のは， 1964年である。いますこし〈わし〈みれば，

1O~15ヘクターノレ層はすでに1960年から減少に転じており， 1969年からは15~

20ヘクターノレ層までが減少し始めている。

この階層は「農民的家族経営」の中核として，農業構造政策による自立経営

創設の目標とさ九また相当数の経営が政策的に創出されもした。しかし， 50 

年代における農工間の不均等的発展と農業内部の競争の激化の中で， この階層

は機械化を中心とした技術革新を有効に利用しうるだけの土地面積と経済的基

盤をもたず，いまや没落の運命にさらされているのである。
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(4) 20~100 ヘグタール層。 この階層は戦後貫して増加しつづけている。

このうち， 20~50ヘクタール層は 40.1 %と最も増加率が高<. 50~100ヘクタ

ール層も 29.1%の増加率を示しているo 50年代においては，両者とも 8%台の

増加率であったのに 60年代になると前者が 29.1%， 後者が 19.1%と増加率

を高め亡きた。この時期における中心的増加層は2日 ~50ヘクタール層であるが，

機械化の進展によって，さきにみたようにー経営当り常用雇用労働力は 2.66人

から 0.92人に激減しており， しかもこの階層のうち約半数しか常用雇用労働力

を雇用しな〈なっているので， ζ の階層の経営の多くは恒常的に賃労働に依存

する大農から，機械装備をもった中農に転落したといわねばならない。そしてp

大農層は中心的には50~100へクタール層に移ってきている。

(5) 100ヘクターノレ以上層。 10日へクタ ル以上層の動向もまた極めて注目す

べきものである。こω階層は70年までの2日年間には1.4%増加したが 1949~

60年には 2，971経営から 2，639経営へと 11.2%減少してし、た。ところが 1960

~70年には 2，639 経営から 3，013 経営へと 14.2%の増加になコていて， 1970年

には1949年の水準を越えるに至っている。この階層が滅少から増加に転じたの

は1965年である。

それでは， 100ヘクタール以上層が1949年から1960年にかけて， さらに1965

年にいたるまで減少していた事実をどう理解すべきであろうか。この点につい

ては次の三つの事情を考慮すべきであろう。

第ーは土地改革の影響であるヘ西ドイツにおける土地改革は，東ドイツで実

施された「民主的土地改革」の圧力の下で， 1946~48年に各占領地区毎に「土地

改革法」が公布され，大土地所有者から土地を譲渡させて，そこに難民や農業

労働者や農民を植民させるという， 19世紀末以来の内地植民政策の延長線上で

実施された。しかし，それはみるべき成果を収めないうちに， 1952年の連邦裁

判所におけるシュレスヴィヒニホノレシュタイ Y州の土地改革法の違憲判決によ

2) この点については，
W. Beilike， "Zur Zentralisation des Grund und Bodens in der westdeutschen Landwirt 
schaft‘， Wirtschaftswissenscha，.九 12Jahrg. H. 1， Jar_u. 1964 を毒照」
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って流産せしめられた。しかしながら，それでも 1949~69年の悶に，土地改革

法にもとづいて 146，631へクタールの土地が譲渡され， そのうち 10日へクター

ル以上の土地所有からのものが97，615へグタールあったJ)。これによって100へ

クタール以上の大経営の数が減少したのである。さらに，土地改革を恐れての

所有地の分割をも考粛すべきであろうの

第二に，大経営は50年代の技術草新の過程で，資本調達のために地味の悪い

土地や位置の不便な土地を売却した。さらに労働力の流出に対処して農業労働

者を定住させるために所有地の一部を譲り渡すことがあった。そのためには，

帝国植民法 (1919竿〕による土地譲渡がしばしば利用されたが，その面積は1945

~1969年の聞に 372，360 ヘクターんあり， そのうち 100へクタール以上の大土

地所有からのものは 48，712ヘクターノレであった"。

この現象は，すでに前世紀末からみられたことであって，レーニ γは19世紀

末のドイツ農業に関して経蛍が集約化されるばあいには， ときには面積を

いくらか縮少しなければならないこともあること，また，大経営主が労働者を

確保するために所有地の中心からはなれた土地をすこしづっ賃貸することもあ

ること怯，周知の現象 Eある。J"と述べ Cいる。

第三は統計投術上の問題である。第四表の注 2)にもあるように， 1949午の

経営数には， 経営以外の農業(Landwirt.schaftauserhalb der Betriebe)が含まれ

ているが， 1960年以降の数字にはこれが含まれていない。それは「自治体その

他の団体有で，共同で使用されている牧草地と放牧地，ならびに，使用されて

ないか，または時Eき放牧きれ，刈取られる正ころの，休閑地・放牧地・牧草

地だけから成る所有地，および社会的休閑地」である。その経営規模別構成は

第14表のとおりであり， 100へクタ ル以上層の2日日を，さきの1960年の 2，600

に加えると， 2，800経営となり， 100ヘクターノレ以上の経営の実際の減少はあま

3) Sta加 tischesJahrduch uber E，-nahrung， Land:仰げsch4舟 μndForst，問， 1971， 55. 35 
4) E沼.enda，SS. 35 
5) レーニン「農業問題と『マルクス批判家IJ，レ ニン全集第6巻，大月書1古版I199べ :/0 
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第14表 「経営以外の農業」の構成 (1日田年〉 単位 1，000

合計

10.5 17.5 

資料.'第2哀に同じ。

り大きなものではなし、。

以上のことから 1∞~クタール以上層の減少は，土地改革の影響や経営集約

化のための土地売却と労働者植民お上び統計技術上の問題などのためであって，

独占段階における「中農肥大化傾向」や「農民的家族経営」の優越性のためで

はないこ土がわかる。事実， 50年代における技術革新と大経営の経済的優越佳

の増大によって， 1965年からは 100へクタ ノレ以上の大経営は一貫して増大し

続けているのである。

さらに，さきの第13表でみた製粉，火酒，蒸溜，果実酒・プドウ酒醸造，ジ

ュース製造， 製材等の農産物加工業を兼営するものが， この階層に 7.9%ある

という点や，第四表でみられるような農業大経営と林業との結びつきをみるな

らば， この階層の資本主義的性格は明らかであろう。

第15表経色面積別経常数・経営面積・森林面積(1960年)

0.5-
2 ~- 5 5 -20 20-50 50-100 

100- 500- 1，000 
合計2 b， 500 1，000 b，-

経営数 14.5 17.2 46.2 16.9 3.4 1.5 0.1 0.2 100 

経営面積 0.8 2.8 23.7 23.9 10.5 13.4 4.5 20.7 100 

森林面積 0.8 1.7 9目3 11.7 7.7 20.4 8.3 40.1 100 

資料 Slatistisches Jahrh町 h品"E刊品γung，L叩 dwiTtschaftund FQqlen，_ 1961 

IV 借地関係の展開

以上のような農用地規模別構成の変化をもたらした一つの要因として， 50年

代における借地関係の展開をあげる乙とができる九農用地規模の拡大は， 高

い地価を支払わねばならない土地購入によるよりも，借地によって行なわれる
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場合が多かったからである。

第16表によると，西ドイツにおいて，小作地をもっ経営ほ1949年の 57.0%か

ら1960年の 52.9%に減少したが， 小作地の割合は 12.1%から 14.7%に増加し

ている。すなわち，総経常数が 13.9%の減少， 自作地をもっ経営が 13.3%の

減少であるのに，小作地をもっ経営は 20.2%も減少しており，面積の点では，

総経営面積が 3.6%の減少， 自作地面積が 6.4%の減少であるのに， 小作j也面

積は 17.4%も増加している。したがって小作地をもっ経営の小作地面積は増加

する傾向にあるといえる。

階層別の増減の傾向をみると，小作地をもっ経営は10ヘクタールを境として

それ以下で減少したが， とくに 0.5~2 ヘクターノレ層の 46.7 %と 2~ へクター

第16表経営面積別自小作別経営数および面積 単位拍

ふ
小作地をもっ 1949年にたいする増減

経営の割合
小作地の割合

総経 証自を作も地つ昔 小を蛙作も地営っ 輯睦宮 自作地 'j作地

1949 I 1960 1949 I 1960 営盤 面積面積面積

0.5 -2ha 55.1 35.6 29.6 19.3 11.5 13.1 -46.7 -18.0 -5.4 -46.6 

2-5 66.9 58.4 25.8 23.2 26.5 -25.6 -35.7 -26.4 -23..3 -33.8 

5 --10 64;3 68.5 19.6 23.1 -16.3 -16.9 -10.9 -14..8 ← 18.4 十 0.4

lO~20 51.2 64.1 14.0 20.7 + 8.3 十 6.0 十35.7 + '.3 十 0.6 +61.7 

20-町 担 1 44.'2 9.6 15.8 十 5.7 +1.8 +45.9 十 u 2.5 十72.5

so ~ 1ω 25.8 33.9 9.9 14.2 1.6 -4.5 十29.0 1.7 ← 6.5 十41.5

1∞h，- 19.4 19.9 4.1 3.5 -8.2 -7.7 -5.7 -5.5 -5.0 -17.9 

合計 57.0 52.9 12.1 14.7 13.' ー13.3 ← 20.2 -3.6 -6.4 十17.4

資料ー第2査に同ヒ。

6) 借地関慌の展開については次の諸論文を審問地

G. Hoell. "EntwicklungstendenzE'n ner Pacht in der westdeutschen Landwirtscha{t“j 

Wir古 chaftswissenschaft，13 Jahrg. H. 7， J uli 1965 
崎山耕作，西ドイツ農業+ておける4寸乍関保町展開1.r酔済学雑誌 1第54巻第6号，昭和41年6月。
高山隆三，戦後西ドイツ農業構造の一分析， r三田学会雑誌」第60巷第12号，昭和42年12月q
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ノレ層の 35.7%は，総経営数の減少よりも自作地をもっ経営の減少よりも減少率

が高<，小作地面積も同様の減少傾向をみせている。

このような10へクターノレ以下の小作地をもっ経営の減少は， これらの小経営

の没落をあらわしているが，かれらはその場合まず小作地を返却している。し

かしp かれらが自作地を縮少する場合には，それをただちに売却することなし

小作に出すのが普通である。 リ マ γ の調査によれはm 1949年から196日年の

問に経営を解消した農民のうち， 41%は小作していた土地を返却し， 13%はそ

の土地を売却し， 32%は小作に出している。

このようにして，没落した農民がその土地を売却せず小作に出すのは，将来

の生活に対する不安から土地を手放したがらなL、からであり，またインフレー

シ yの過穫で土地売却によって得た貨幣の価値が低下する傾向にあるからで

ある。

つぎに，小作地の増大した階層は1O~100 ヘクターノレ層である。そのうち10

~20ヘクタ ノレ層は， 小作地をもっ経営で 35.7%の増加， 小作地面積で 61.7

%の増加であり， 20~50へグターノレ層では， それぞれ 45.9%と72.5%の増加

である。さらに50~100ヘグタール層では 29.0% と 41.5 %。増加になっている。

そして， これらの階層における小作地φ増大は，さきの10ヘグタール以下層の

貸付けによることが多くなっている内

また， 100ヘクターノレ以上の階層では， 小作地をもっ経営も小作地面積も減

少している。これは，さきに述べたように集約化の過程で，あまり肥沃でなく

位置の悪い小作地が売られたためである。

以上のような借地関係の展開は，土地の売買による変動や国家の入植政策・

構造政策の実施と並んで， 50年代における西ドイツ農業の構造変化をもたらし

た重要な要因である。

7) F. Riernann， "Grose und Verbleib aufgeloster landwirtschaftlicher Kleinbetriebe“ 

Berichte ubeァ Land:wirtschaft.Bd 40， H. 2， 1962. 
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むすび

西ドイツの農業は， 1950年代において大きな構造変動を経験した。それは，

一つには農業労働力の急激な流出であり，いまひとつは役畜段階からトラクタ

一段階への農業生産力の飛躍的発展である。この両者とも， ドイツ史にその例

をみないほど急激なものであり，その結果，農用地規模別構成も大き〈変佑し

た。機械化に適応しえない10ヘクタール以下の多数の小経営は没落し，兼業化

をますます強めている。 50年代を通じて最も増加率の高かった1O~20ヘクター

ノレ層も最近では没落の様相をみせはじめた。さらに20~50ヘクターノレ層は機械

化による雇用労働力の排除によって，その多くが中農的性格を強めている。だ

が， 50~100 ヘクターノレ層はなお垣常的に雇用労働に伎存する大農としての性

格を保つ亡おり 100へクターノレ以上層は資本主義的性格を強めながら拡大の

方向をみせはじめている。

60年代の中頃からの事態は，さらに新しい展開を示しているようにみえる。

農業労働力の流出は依然と Lて続行しており，農業の機械化も一段と進行して，

ト弓グタ一段階からコンパィ γに象徴される特用機の段階に移行している。こ

うした事情のもとで，農民層の分解と農業における集中・集積過程がどのよう

に進行し，国家独占資本主義の農業把握が如何なる形態をとって進行している

かは稿をあらためて明らかにしたい。


